


※掲載情報は令和4年1月時点での内容です。最新情報は各ホームページやお電話にてお問い合わせください。

（注釈）しもつけの心マーチング委員会では、
「故郷は温かい。」×「地域のキャッチコピー」になります。
宇都宮市、小山市、佐野市etc…
第一弾は、宇都宮市からスタートします。
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地域活性の取り組み紹介

人・事柄・地域の魅力を伝え
暮らしを愉しむためのヒントに

　前回の地域メディアは、ちょっと特別版で、
地域ツールと成る「地域かるた」を紹介しまし
た。同時に「地域かるた」を地域の皆さんと一
緒に作るワークショップも紹介しました。それ
は、持続可能な地域・社会の実現に向けて、
人と土地、人と人とを繋げる新たな文化を創
るツールとして「地域かるた」を活かせたら良
いな、それをマーチング委員会がプロデュー
ス＆ファシリテーションしてほしいな、と考えた
からです。自分たちの住み暮らす地域は、他
とは違うのだ、まさに個々の地域には独自性

アイデンティティも醸成されると思いました。
　さて今回の紹介する地域メディアは、2021
年11月に知り、即、入手したメディアです。
「暮らしのエッセンス  ヒト・コト・モノ」で、愛知
県東三河エリア（８市町村）のメディアで、年
１回、10月1日に発行するフリーペーパー
です。その2020年と2021年の号を紹介し
ます。東三河エリア８市町村とは、豊橋市、豊
川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東
栄町、豊根村の広域地域で、その地域の

地域（モノ）。東三河エリアに住まう人たちの
ライフスタイル「東三河いいとこ」を応援しま

内容なのでしょうか。
　2020年の第７号の特集は「東三河で人が
集う繋がる場。」です。人が集う繋がる場
では、蒲郡市の竹島水族館、豊橋鉄道、
太平洋岸自動車道、新城市のスポーツツー
リズム、などが紹介されており、しかし一般的
なガイドではなく、必ず人を介在して魅力を
語らせています。

　次に「ヒト」ですが、素敵な「ヒト」に会える場
の紹介で、森と街をつなぐ人やバードウォッ
チャー、食のアドバイザー、毎日でも食べたく
なるカレーショップ、シクラメンなどの花農家
さんなどが登場します。
　「コト」では、日常の生活や仕事に彩りを与え
ている事柄を見せている人たちが登場します。
ブランド鴨の飼育農家さん、機械メーカーなの
に農業の未来を考え参入したメンバー、釣り
具メーカーが創ったモノづくり工房、豊根村で
チョウザメ養殖を始めた人、こだわりのパン屋
さんなどです。一つ一つの物語がたまりません。
　最後は「モノ」ですが、暮らしの学びを愉し
める場と人が登場します。プロのフリークライ
マーが教えるボルダリングの場、道の駅が提
案するアクティ美ライフ、自然と遊びながら学
ぶリノベーション、商店街のまちゼミを仕掛け
る人など、一つ一つに参加したくなります。
　2021年の第８号の特集は「東三河の新た
な取り組み」で、それは、新しいスポットの誕生
や価値を高める取り組みのことです。その一
つが、私も観に行きたいなと思っているアンテ
ナ・ライブラリー「豊橋市まちなか図書館」で、
2021年11月27日にオープンしました。コンセプ
トは「知と交流の創造拠点」で、地元の三河
杉をタップリ使っているので温かみある空間
が魅力的です。また、豊橋市や設楽町の道

の駅では、日本酒づくりなどの体験コーナー
や多くの自然を撮る撮影会、暮らしの歴史を
伝える郷土館も併設しています。体験アクティ
ビティではサイクリング、トレッキング、パドリン
グ、サーフィンなどの参加を促進しています。
　８号の「ヒト」は、お茶ブランド「しんしろ茶」
の農家さん、キッチンカーでハンバーガーや
惣菜を提供する人、心弾むスイーツを売る
ケーキ屋のご夫婦、ほうれん草農家のご夫婦
など多々登場します。

地域循環する場を提供する本屋さんのオー
ナー、居心地よいオープンキッチンの食堂店
主、地域に恩返ししたいと話すたこ焼き屋
さんなどなど、会いに行きたくなります。
　今回の「モノ」の最初には、SDGs、環境に
優しい活動、マイボトルで使い捨て容器の
ごみを減らす活動の紹介、子供から大人まで
楽しめるアスレチック付き宿、田舎をたのしむ
提案のブルーベリー農家さんなどが載ってい
ます。ざっと、７号と８号の内容を紹介しました

に」トヒ「、ち持に手片をアィデメ域地のこ、が
会いに行く旅、ヒューマン・ツーリズムが、したく
なりました。
　この優れた冊子は、WEBでも読むことが
できますが、手に取って読まれたほうが、
ヒューマンガイドブックになるでしょう。■

右記のサイト「オンライン　ヒト・コト・モノ」からバックナンバーが読めます。https://itoko.co.jp/hitokotomono

鍋島 裕俊
折込広告文化研究所　代表
元 朝日オリコミ社長室長、メディア戦略アドバイザー

朝日新聞社系の折込広告会社に営業で入り、その後、出版、マーケティングを経て、現在、メディアの方向性を考える戦略
セクションに所属。 折込広告全国大会の分科会やセッションのプロデュースを担当。

。数多どな」料資価物「」議会促販「」議会伝宣「」業商品食「」界業商「、は作著の去過るす関に告広込折

コロナ禍の今、求められている地域メディアは、地域に暮らす老若男女の互いの顔の見える化・魅せる化

できるもので、それがあることによって、地域コミュニティの再生・醸成が可能になり、一助となります。

メディアを選んで紹介しています。

地域メディア
キラリ 輝く

鍋島裕俊が選ぶ

地域メディア
キラリ 輝く
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愛知県 東三河エリア

　 静岡県中部に位置する「由比」は、山
と海に囲まれ駿河湾越しに富士山を望む
港町です。江戸時代の宿場町で、歌川広
重の東海道五十三次にも描かれていま
す。由比缶詰所はこの由比の地で80年
以上缶詰を作り続けています。特に美味
しい夏のびんなが鮪のみを使用して、漬け
込む油もコクのある綿実油とヘルシーなオ
リーブ油です。製造後、6カ月熟成させて

からの出荷を徹底しています。開缶時の
漂う香り、身の白さと滑らかな歯ざわり、絶妙
な塩加減とふくよかな味わいで、これまでの
ツナ缶の概念を変えてみてください。

マーチング委員会 「日本全国おすすめ情報」／新規会員紹介

静岡県 静岡市  駿河の国マーチング委員会
日本レーベル印刷 株式会社　代表 ： 岩井 泰次郎　　

「自分達が本当に食べたいものを」という
想いとこだわりを繋いで80年
ホワイトシップ印ツナ缶詰

故郷は温かい。 
100年先も誇れるまち宇都宮

新規会員紹介

「自分達が一番食べたいと思ものを作ってみよう」と作り始めたホワイトシップ。
最上級の材料を選び、それを活かす独自の製法で作り上げています。

様々な種類の缶詰を、主にOEMで製造していた由比缶詰所
」を品商社自るれ張を胸にとこたっ作が身自員社「、がすで

と、約40年前に自社ブランドの商品を作りました。

株式会社 井上総合印刷
（本社）〒321-0973 栃木県宇都宮市岩曽町1355番地
TEL028-661-4723（代）　FAX028-662-7607
http://www.inoue-gp.jp/index.html
info@inoue-gp.jp

小さな港町「由比」で生まれた
とっておきの１缶

栃木県 宇都宮市
しもつけの心マーチング委員会
株式会社 井上総合印刷
代　表 ： 井上 加容子（代表取締役社長）
事務局 ： 手塚 由喜（しもつけの心編集長）

株式会社　由比缶詰所
〒421-3103  静岡市清水区由比429-1　　https://yuican.com/
TEL：0120-272-548 ※詳細はホームページをご確認ください。

◎さて、今回は、最近、見つけたデザイン豊かなメディアを紹介しました。この年１回の
発行と言うと少ない感じがしますが、中に凝縮されたキラリと輝く「ヒト・コト・モノ」と
出会うと、多くの東三河地域の魅力に惹かれてしまいます。
　▶ しっかりとした軸を持ち、地域とのつながりをカタチにしている人（ヒト）。
　▶ 私たちが生活している環境や、食生活などを教えてくれる事柄（コト）。
　▶ コミュニティや、その繋がりを、より一層深く提案してくれる地域（モノ）。
次回も、そんな地域メディアを紹介したいと考えています。

　創業55年目を迎えた弊社は、宇都宮
市を拠点に活動しております。今から
15年前、創業40年の節目に支えてくだ
さった地域の皆様への恩返しの一環と
して、季刊誌「しもつけの心」を刊行
いたしました。「故郷の温かさ」を軸に、
地域、人、絆、活動を取り上げて年４回。
昨年末には第63号が発行されました。

現在は地域貢献推進チームを立ち上
げ、様々な取り組みを行っております。
　今回、同じように地域や街を想うマーケ
ティング委員会さんにご縁を感じ、その
ノウハウを加えた新制「しもつけの心」
で文化・芸術の発展を担えたら幸い
です。どうぞご指導ご鞭撻のほど宜しく
お願い申し上げます。

シンプルな白い外観が目印の井上総合印刷本社社屋。
冬はイルミネーションを点灯

栃木県の情報が詰まった季刊誌「しもつけの心」。
現在は63号まで発行

にてお問い合わせください。
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地域の課題に適合したのがマーチング活動

　2017年から活動を始めたひょうご
南部マーチング委員会。ある会合で
利根川英二氏と出会いマーチング活動
の話を聞いて感動したのがきっかけだ。
というのも、兵庫県南部は西國街道や

北前船などと関わる歴史的名所が多
く、地元出身の著名人などがいるにも
関わらず、昨今人気のツーリズムから
取り残され、残念な思いを抱えていた
からだ。さらに、姫路城が有名だが、
他にも多数の国宝や重要文化財を
有する地域であるのに、それが地元の
人にさえも十分に知られていないこと

を憂えてもいた。それぞれにまつわる
ストーリーとともに、様 な々地域の魅力を
紹介することにより、地域の人々の誇り
に繋がればという思いが、マーチング
活動のモチベーションとなっている
そうだ。
　マーチング活動としてまず着手した
のはフェイスブックでの展開。「神戸
播磨出会い百景」という名称でページ
を立ち上げ、アルバムには百景のイラ
ストも掲載している。姫路から神戸
あたりまでの地域を活動対象エリアに
想定し、テーマは「歴史」に絞り込んだ。
特に西國街道ゆかりの歴史ある場所
を紹介しようと、「まるちゃんの西國
街道ぶらり旅」という企画を立ち上げて、
毎回様々な場所を紹介している。西國
街道は江戸時代の街道で、京都から
下関を通って九州の太宰府までの
ルートであり、兵庫県南部では海沿いと
山沿いの２つの行き方があった。いわ
ゆる交通の要衝として地域を支えて
きたのである。

徐々に協力者が増えていく秘訣とは

　マーチング活動で紹介する場所や
風景は、丸山さん、歴史に詳しい後輩、
同級生の三人で「次はどこを取り上げよう
か」と相談して決めている。モットーは「楽し
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特集 ： マーチング活動報告❷

みながらやっていこう」。気のあった仲間で
ワイワイと取材に出かける楽しみもあるし、
取材によって知らなかったことを学んだり
新しい出会いがあったりと知的好奇心を
刺激されることもやりがいとなっている。
　こうした活動を見て、丸山印刷の社内の
有志たちはインスタグラムやツイッターを
始めてくれるようになった。主に女性スタッフ
で、こちらも楽しみながらやることをモットーに
しており、面白い話題などを投稿するうち
に、ツイッターのフォロワー数は1万人近く
まで伸びてきている。　社内には百景のイラスト全点が掲げて
あるが、当初はそれほど興味を持たれて
いなかった。それがここにきて、SNSの
手応えのよさも相まって少しずつ興味を
持つ社員が増えているようだ。
歴史上の著名人を称えて
　地元高砂の著名人に、工楽松右衛門
（くらくまつえもん）がいる。帆布の始祖と
言われる人物だ。大阪から瀬戸内海や
日本海を通り、函館、択捉島まで荷物を
積んで貿易をしていた北前船は帆掛け
船だったが、彼が発明した丈夫な帆が
航海を安定させ、物流が飛躍的に拡大
し、日本の経済発展に大きく貢献した。そこ

で、ひょうご南部マーチングでは松右衛門
の地元として、北前船の寄港地にあるマー
チング委員会と交流し、活動を広げていき
たいと考えている。その準備を始めようと
した矢先に新型コロナウイルスの感染
拡大の時期となったため、2022年以降に
スタートを切る。　もう一人の地元出身の有名人が、山片
蟠桃（やまがたばんとう）。江戸後期の町人
学者で、経営が傾いた商家や仙台藩を
立て直した手腕で知られる。現在、大阪府
ではその功績を称えて「山片蟠桃賞」を
設立しているほどだ。そして、彼の主著
『夢の代（しろ）』の写本を地元の名士が
手に入れ、その複製を請け負ったのが
ひょうご南部マーチング委員会を主宰して
いる丸山印刷だ。複製の工程では、各

ページをスキャンすると材質が和紙ゆえに
裏側のページが写ってしまうため、それを
手作業で消していく、デジタル＆手作業の
細かい作業が肝となった。そして空気を
含んで柔らかい和紙に印刷する技術も
工夫を重ねて開発した。こうした努力の
成果により見事、2021年12月に写本の
複製を納品。これらは公的施設などに
寄贈され、多くの人の目に触れていくこと
になり、これもまた地域を活性化する
マーチング活動の一環として捉えている。
　このような経験をふまえ、今後は、行政や
地域のボランティア活動団体などに、マー
チング委員会の活動をアピールして、互い
に連携し、地域の人々の郷土愛を育む
とともに街おこしに繋がるような大きな活動
にしていけたらと考えているそうだ。■

丸山印刷株式会社　https://www.maruyama-p.co.jp/　　　　丸山印刷オンラインショップ　http://maruyama-p.com/

兵庫県 高砂市ひょうご南部マーチング委員会
丸山印刷株式会社代表 ： 丸山 恵右　　

　 「楽しみながらやっていく、
　 それが継続の源」　マーチング活動にあたり、「楽しいからやっている」「楽しみながらやって

いこう」というのが一貫した思いだと丸山さんは言う。そして、紙の上にインキを

乗せるだけが印刷業の仕事ではなく、フェイスブックなどSNSで情報発信や

コミュニケーションを図ったり、地域活動をしたりと、いろいろ繋げていける

産業が印刷業なのだという再認識もあったとのこと。やっている人たちが楽し

そうだから、社内でも地域の人々も好意的な関心を高め、協力者になっていくと

いう循環が見られる好例だ。

POINT!

歴史資産が多すぎて埋もれている
地元の魅力を百景＆ストーリーとともに
蘇らせたい

2022カレンダーと絵葉書

上／『夢の代（しろ）』の写本12冊
下／『夢の代（しろ）』の写本の本文

⑤

③

④

①

②

① 北条鉄道② 姫路城鳥瞰図③ 十輪寺
④ 北風正造之碑⑤ 書写山圓教寺 開山堂の力士像
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取材によって知らなかったことを学んだり
新しい出会いがあったりと知的好奇心を
刺激されることもやりがいとなっている。
　こうした活動を見て、丸山印刷の社内の
有志たちはインスタグラムやツイッターを
始めてくれるようになった。主に女性スタッフ
で、こちらも楽しみながらやることをモットーに

地震、豪雨、コロナ……

それでもマーチングを
続ける思い

　日本列島は自然豊か
な反面、自然災害

も多い。くまもとマーチン
グ委員会が活動

する熊本県でも、幾つも
の天災により甚大

な被害を被ってきた。2
016（平成28）年の

熊本地震、度々起きる九
州北部豪雨など

は未だ記憶に新しい。
その苦難を乗り越

えて郷土を愛し、守り続
けている人 の々歴

史が今日まで脈 と々紡がれている。

　くまもとマーチングは
、熊本市にある

ホープ印刷株式会社
が活動を行って

いるが、天災や新型コ
ロナウィルス感染

拡大などにより本業が
ダメージを受ける

なかでも、せっかく始め
たマーチング活動

の灯火を絶やさないよ
うに努力を続けて

いる。

　熊本地震では、被
災した熊本城の

痛 し々い姿が地元だけでなく
全国の人 に々

ショックを与えた。石垣
の3割が被害を

受け、国の重要文化
財建造物は13棟

すべてが壊れ、天守閣
は入り口の石垣の

崩落や屋根瓦の半分以
上が剥がれ落ちる

など、城全体の復旧に
は20年かかると

されている。しかし、コツ
コツと復旧工事は

進められ、2021年4月天守
閣が一般公開の

運びとなった。また、地震
以前から熊本市

コンベンションシティ基
本構想のもとで

計画されていたSAK
URA MACHI 

3

2

特集 ： マーチング活動
報告❶

Kumamotoの工事も進
み、その中の熊本

城ホールが2019年9月に
竣工している。

　こうした復興熊本の
姿は、マーチング

活動にとっても好機と捉
え、改めて熊本の

魅力ある風景をイラス
トとして紹介する

試みを行っているとこ
ろだ。一例では、

熊本で開催される学
会で提供される

弁当の折掛に「くまもと
ひとまち百景」の

イラストを採用していた
だき、好評を得た。

コロナ収束後は、熊本で
の大規模イベント

や来訪者も増えると予
想され、このような

活用がさらに広がると期
待している。

点と点を繋いで

線の魅力にして人々を
動かす

　コロナ禍によりイラスト
展開催はペンディ

ングのままだが、いずれ
開催できる時に

備えて、イラスト作成も
進めている。時に

注力しているのは「路
面電車の走る街

並み」をテーマにしたも
の。熊本市内をの

どかに走る路面電車は
人 の々生活の足と

して長年定着しており
、路面電車は日常

そのものとも言える存在
だ。その街並みを

イラスト化し、改めて地域
の魅力再発見に

繋げたいという思いを
込めている。観光

マップや路線図と連動し
、点と点の魅力を

線にし、人 の々動きを促していく考えだ
。

　その一方で、くまもと
マーチングの活動

エリアは熊本県全域を
対象としているの

で、今後はイラストにする
地域をさらに広げ

ていく構想もある。海も
山もある自然の美

しい景色、歴史的な由
緒ある景色など、

熊本の魅力は尽きない。
例えば、明治時代

に第五高等学校（現・
熊本大学）の英語

教師として熊本に住ま
いを構えた夏目

漱石の旧居や、漱石の
代表作のひとつ

『草枕』ゆかりの温泉
地などに思いを

馳せるのも楽しいだろう
。

無理せず、継続を

　マーチングのやりが
いは、今まで見て

きた街を違った見方で再
発見できることで

あり、さらにイラストを活
用して再発見の

視点を他の人に伝えられ
ることだと実感し

ている。社内のマーチン
グメンバーにより、

どの風景をイラストにす
るかの会議を開い

ているが、場所にまつわ
るストーリーとともに

なぜここをイラスト化した
いかを話し合うこ

とが良いイラストを生み出
すポイントだ。

　そして、企画会議も
含めてマーチング

活動は全て会社の業務
時間内に行い、

今後、休日にイラスト展を
行った場合も業務

扱いとする。継続してこ
そ活動の成果が

実っていくので、継続で
きるように無理を

しない方針だという。

　熊本の復興とともに伴
走しているくまもと

マーチング。コロナにより
中止となった熊本

でのマーチング全国大
会だが、リベンジを

図りたいところ。他県のマ
ーチング委員会の

仲間との交流もまた活
動の大きなモチ

ベーションとなっているか
らだ。■

くまもとマーチング委
員会　http://www.h

ope-printing.co.jp/k
umamoto_machi/w

hatsmarch.html

ホープ印刷 株式会社　
http://www.hope-p

rinting.co.jp/index.h
tml

熊本県 熊本市
くまもとマーチング委

員会

ホープ印刷 株式会社

代表 ： 松本 徹　　

　 「いつもの街並みを
違う視点で、

　 と言う面白さ」

　この土地に生まれ育
って今日まで生活して

いると当たり前になっ
ている景色

でも、ふと視点を変え
てみると、新しい発見

がある。それがマーチ
ングの面白みで

ある。だから、熊本城を
普段なかなか見ない角

度から描いてみるとか
、いろいろな

角度のイラストで展開
するとか、創意工夫を

していきたい。それは
若い世代にも

ハッとする気づきを与
えることができるかも

しれない。さらに、高
齢者の方々に

喜んでいただけるよ
う、昔の街並みなど地

域の移り変わりをイ
ラスト化して、

それを見ながら「ああ
、これ懐かしいね」な

ど語り合える場をマ
ーチングが作れ

ればと思っている。イラ
ストはコミュニケーシ

ョンを生み出す力、そ
う信じて活動を

継続していくことで、
地域の活性化を図って

いくことを願っている
。

POINT!

災害にもコロナ禍にも
負けずに、

「継続は力なり」を体
現していきたい。

くまもとマーチング委員
会事例紹介と新規有効

活用の展望
「路面電車の走る街並

み」をテーマにしたイラ
スト展の企画

地元の百景を使ったホ
ープ印刷2022オリジナ

ル卓上カレンダー

熊本城

みながらやっていこう」。気のあった仲間で
ワイワイと取材に出かける楽しみもあるし、
取材によって知らなかったことを学んだり
新しい出会いがあったりと知的好奇心を

兵庫県 高砂市ひょうご南部マーチング委員会
丸山印刷株式会社代表 ： 丸山 恵右　

歴史資産が多すぎて埋もれている
地元の魅力を百景＆ストーリーとともに

地元の魅力を百景＆ストーリーとともに
蘇らせたい
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取材によって知らなかったことを学んだり
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、熊本市にある

ホープ印刷株式会社
が活動を行って

いるが、天災や新型コ
ロナウィルス感染

拡大などにより本業が
ダメージを受ける

なかでも、せっかく始め
たマーチング活動

の灯火を絶やさないよ
うに努力を続けて

いる。

　熊本地震では、被
災した熊本城の

痛 し々い姿が地元だけでなく
全国の人 に々

ショックを与えた。石垣
の3割が被害を

受け、国の重要文化
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2022年1月28日発行　発行／一般社団法人マーチング委員会　

表紙の委員会メンバーは10年前に発足した当時の写真で、幼なじみの同級生が、
それぞれ家業を継ぎ、地域を愛する仲間で結成しました。現在は地域の皆さまに
ふるさと福島を好きになってもらおうと新作イラストを中心に定期的にイラ
スト展を開催しています。今後は水彩画や色鉛筆の教室も開催し、水彩画や
塗り絵の魅力を発信していきたいです。

ふくしまマーチング委員会
所在地 福島県福島市東浜町7-35
代表 日下　直哉
企業HP 株式会社 クサカ印刷所  https://kpri.jp/　
連絡先 Tel.024-534-7135　Fax.024-531-2604

表紙の街の委員会紹介 ふくしまマーチング委員会　https://kpri.jp/

特集 ： マーチング活動事例紹介❶　くまもとマーチング委員会・ホープ印刷 株式会社　

災害にもコロナ禍にも負けずに、「継続は力なり」を体現していきたい。

特集 ： マーチング活動事例紹介❷　ひょうご南部マーチング委員会・丸山印刷 株式会社

マーチング委員会 「日本全国おすすめ情報」／新規会員紹介
地域活性の取り組み紹介 「キラリ輝く地域メディア」

歴史資産が多すぎて埋もれている地元の魅力を百景＆ストーリーとともに蘇らせたい

作品タイトル：桃の花と吾妻山の雪うさぎ　作家：上野啓太

桃の花が咲く頃に吾妻小富士には優美な姿で誇らしげなうさぎの形をした雪形「種まきうさぎ」が
姿を現します。山裾の平野には桃の花が一面に咲き誇り「果物王国ふくしま」ならではの風景が
広がります。この時期、福島盆地に住む人々にとっていよいよ春が来たことを知らせ、心をウキウキ
させます。

今号の街／福島県福島市

あなたの街で活動する
『ふくしまマーチング委員会』
株式会社 クサカ印刷所
の活動を裏表紙でご紹介します! ▶▶▶

2022

2022. 1

［プラス・エム］

あなたの街の「地域活性」を支援する情報誌

人が笑む、街も笑む。

マーチング委員会は「地方創生SDGs官民連携
プラットフォーム」に加盟しております。

 Late 
 Winter 

information

　マーチング委員会の会員の皆様、
理事の皆様、大変長い間理事及び監査を
勤めさせていただきました事感謝申し
上げます。
　わせだ新宿マーチングの活動を通して
沢山の宝物を頂きました、新宿という
場所は地域創生とは無縁の場所です、
黙っていても仕事・人・物・情報が集まって
きます、当初の活動は商品を作って売る
事でしか考えておらず、金銭につながる

事ばかり考えておりましたが、私は人という
宝物を沢山頂きました、東京の印刷組合
だけでは知りえなかった特に地方の方々
です、行ってみないと分からない事が沢山
ありました、レールはたった一つでは無い
事、多様な生き方があるように多様なやり
方があるのだと思いました、特にこのコロナ
によって全国津々浦々、さまざまな世代に
地方移住という選択がひろがり、地方は
高齢化や過疎化、交通の便が悪いという

課題は若者たちにとって「課題が多い方
から面白い」になりテクノロジーやインター
ネットを使い解決に取り組んでいっている
と思いました。
　地域のコミュニティを持っているマー
チング委員会は雑談したり、交流したり
する事が出来き課題をみつけ、課題の
先のニーズを得てチャンスを掴み、地元の
人が踏みだして、面白いマーチング活動に
なっていると思いました。
　私はマーチング活動を通してBtoCの
仕事し、地域貢献の必要性を感じ、それが
CSVに繋がると学びました、これからは
マーチング委員の一員として活動していき
たいと思います。

わせだ新宿マーチン委員会 ・ 株式会社 太陽堂封筒 
吉澤　和江

第11回 一般社団法人マーチング委員会　総会＆セミナー 
開催日時　2022/02/18 （金）　14:00総会開始　
開催方法　Zoom オンライン形式　

14:00～14:50　総会　
15:00～17:00　セミナー 「コロナで進む!企業と顧客と社員の関係性」
 講師：並木将央氏（株式会社ロードフロンティア代表取締役社長）
 昨年実施したセミナーアンケートの調査結果を反映し、「地域のキーマンづくり リーダー養成講座」にて
 好評を得た成熟社会の専門家である並木将央氏に引き続き講師をお願いしました。
　

マーチング委員会［今後のスケジュール］マーチング委員会公式ホームページ http://machi-ing.jp/

昨年開催した並木将央氏による経営セミナー
「地域のキーマンづくり リーダー養成講座」（全６回）は、
マーチング委員会ホームページの会員専用サイトにてご視聴できます。

地域のキーマンづくり リーダー養成講座（バックナンバー）

吉澤和江監事退任のご挨拶

講師：並木　将央氏
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